
第13回

吉村 作治 氏

10月 21日 (月) 14時～15時30分

早稲田大学名誉教授　エジプト考古学者

「エジプト文明と
ピラミッドの をさぐる」

開催場所・応現院（立川市泉町）

謎をを謎謎

主催： 応現院文化講演会実行委員会
後援： 立川商工会議所・立川観光協会・立川バス株式会社・エフエムたちかわ
協力 ： 株式会社精神文化映像社・有限会社えくてびあん・多摩てばこネット
協賛 ： 真如苑



申込方法
下記の、①または ②のいずれかの方法でお申し込みください。

① 往復ハガキ：住所、氏名、年齢、電話番号、希望人数
　（本人を含め２名まで）を明記の上、郵送してください。
　送付先 〒190 - 0023 東京都立川市柴崎町2 -1-10 
　高島ビル4 階　応現院文化講演会実行委員会 宛

② インターネット：パソコン・携帯電話にて、下記アドレスに
　  アクセス後、応募フォームに従ってお申し込みください。

応募期間 2013年8月28日（水）～ 9月24日（火） 必着

 入 場 無料 （対象 中学生以上）

問い合せ先 応現院文化講演会実行委員会 TEL 042-523-9898

申込サイト http://www.bunkakoenkai.jp

※インターネットの応募受付は、2013 年8月28日午前10 時より開始、
　9月24日午後5時締切り。
※抽選結果は10月初旬頃ハガキでお知らせいたします。
※応募はお一人様1回までとさせていただきます。
※応募多数の場合は抽選となります。

吉村 作治 氏早稲田大学名誉教授　エジプト考古学者

1943年東京都生まれ。早稲田大学名誉教授。工学博士（早大）。エジプト考古学者。
66年アジア初の早大エジプト調査隊を組織し現地に赴いて以来、45 年以上にわたり発
掘調査を継続、数々の発見により国際的評価を得る。近年では2009 年２月に、ラムセ
ス2世の孫王女の墳墓を新たに発見。2011年6月に第１の蓋石を引き上げ、2012年２月
に船の部材の一部の木片サンプリングに成功した。古代エジプト最古の大型木造船「第
2の太陽の船」を発掘・復原するプロジェクトもいよいよ本格的に復原作業が開始、全世
界からの注目が集まっている。

「応現院文化講演会」は、真如苑の寺院「応現院（おうげんいん）」を会

場に開催し、これまでも様々な分野で活躍される方々からご講演をい

ただきました。また、地元立川の諸団体の皆様にもご協力いただき、

地域のみなさまの文化交流の機会として親しんでいただいております。

◆これまでの講演会情報◆

http://www.bunkakoenkai.jp/bn.html　
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応現院文化講演会について

お申込のご案内

Profile

事前に申し込みが必要となります。

応現院　東京都立川市泉町935-27


